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6.2 大気質 

 (1) 工事の実施 

  1) 予測 

工事の実施における陸域動物の重要な種や、陸域植物の収容な種及び群落、陸域

生態系に及ぼす影響として、建設機械の稼働に伴う粉じん（降下ばいじん）が考え

られることから、この粉じん（降下ばいじん）が及ぼす対象事業実施区域周辺の粉

じん（降下ばいじん）の変化を予測しました。 

 

  (a) 予測方法 

粉じん（降下ばいじん）の予測にあたっては、「道路環境影響評価の技術手法(平

成 24 年度版)」(平成 25 年 3 月 国土交通省国土技術政策総合研究所、独立行政法

人土木研究所)に示された計算式を用いて、対象事業実施区域周辺における季節別の

1ヶ月当たりの降下ばいじん量を予測しました。 

 

  a) 予測手順 

粉じん（降下ばいじん）の予測手順を図-6.2.1に示します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.2.1 粉じん（降下ばいじん）の予測手順 
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  b) 予測式 

図-6.2.2 に示すように、施工範囲を面発生源として考え、分割された小領域の面

積に応じた降下ばいじん発生量から、予測地点での一風向における降下ばいじん量

を下記の式により計算しました。 

 

 

 

 

ここで、 

Rds：風向別降下ばいじん量(t/km2/月) 

 (添え字sは風向(16方位)を示します。) 

Nu：ユニット数 

Nd：季節別の月間工事日数(日/月)(＝22日/月) 

x1：風向ｓにおける予測地点から季節別の施工範囲の手前側の敷地境界線まで 

の距離(m)(図-6.2.2参照) 

x2：風向ｓにおける予測地点から季節別の施工範囲の奥側の敷地境界線までの 

距離(m)(図-6.2.2参照) 

(x1, x2＜1.0mの場合は，x1, x2＝1.0mとします) 

Cd(x)：１ユニットから発生し拡散する粉じん等のうち発生源からの距離x(m) 

の地上1.5mに堆積する１日当たりの降下ばいじん量(t/km2/日/ユニット) 

a：基準降下ばいじん量(t/km2/日/ユニット) 

(基準風速時の基準距離における１ユニットからの１日当たりの降下ばいじ 

ん量) 

us：ｓ風向における季節別平均風速(m/s) 

(us＜1.0m/sの場合は，us＝1.0m/s) 

u0：基準風速(m/s) (u0＝1.0m/s) 

b：風速の影響を表す係数(b＝１) 

x：風向に沿った風下距離(m)(図-6.2.2参照) 

x0：基準距離(m)(x0＝1.0m) 

c：降下ばいじんの拡散を表す係数 

A：季節別の施工範囲の面積(m2) 
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出典：道路環境影響評価の技術手法(平成24年度版) 

(平成25年 3月 国土交通省国土技術政策総合研究所、独立行政法人土木研究所) 

 

図-6.2.2 発生源と風下距離の考え方 

 

 

降下ばいじん量の計算は次式を用いました。 
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ここで， 

)x(Cdm ：x地点の季節別降下ばいじん量(t/km2/月) 
)x(R ds ：s風向における降下ばいじん量(t/km2/月) 

n：風向(n＝16方位) 

：s風向における季節別風向出現割合 
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  c) 予測条件 

  (ｱ) 予測対象時期 

工事計画、資機材等の搬入計画をもとに、月別の基準降下ばいじん量を算定し、

影響が最大となる時期を予測対象時期としました。建設機械の稼働により基準降下

ばいじん量が最大となるのは、図-6.2.3に示すとおり、工事開始後9か月目となり

ます。なお、季節別の1ヶ月当たりの降下ばいじん量を予測することから、工事開

始後9か月目の基準降下ばいじん量が、各季節発生するものと想定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.2.3 基準降下ばいじん量の推移 

 

 

 

  

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

工事月数

基準降下ばいじん量の推移（万t/㎢/月）

予測対象時期（工事開始後9か月目）



 

資 6-2-5 

  (ｲ) 予測対象時期におけるユニットの種類と基準降下ばいじん量 

予測対象時期におけるユニットの種類と基準降下ばいじん量を表-6.2.1 に示し

ます。 

 

表-6.2.1 ユニットの種類と基準降下ばいじん量（工事開始後9か月目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：道路環境影響評価の技術手法(平成24年度版)(平成25年3月 国土交通省国土技術政策総合研究所、独立行政法人土木研究所) 

 

 

  (ｳ) 排出源位置 

予測対象時期における排出源位置は、図-6.2.4に示すとおり、施工内容を踏まえ、

工種ごとの施工範囲に均等に配置しました。 

 

  

基準降下ばいじん量 降下ばいじんの

工　種 項　目 種　別 （t/km2/日/ユニット） 拡散を表す係数 ユニット数 備考

a c

準備工事 伐開除根工 17,000 2 2 土砂掘削適用

表土除去 17,000 2 7 土砂掘削適用

管路掘削（床掘） 17,000 2 4 土砂掘削適用

管路埋戻し 5,400 2 7 基礎・裏込め砕石工適用

切盛土（土砂） 17,000 2 22

切盛土（軟岩） 20,000 2 23

掘削（土砂） 17,000 2 4 土砂掘削適用

掘削（軟岩） 20,000 2 2

舗装工事 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装工 路盤工 13,000 2 6

仮設施設工事 ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ 基礎工 5,400 2 2 基礎・裏込め砕石工適用

造成工事

暗渠排水工
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図-6.2.4 排出源位置 
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  (ｴ) 気象条件 

予測に用いる気象（風向・風速）のデータは、種子島特別地域気象観測所の令和

2年（2020年）のデータを用いました。季節別の風向別出現頻度及び風向別平均風

速を表-6.2.2に示します。 

 

表-6.2.2 季節別・風向別出現頻度及び風向別平均風速 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (b) 予測結果 

建設機械の稼働に伴う粉じん（降下ばいじん）の予測結果を図-6.2.5に示します。 

予測の結果、夏季の気象条件の場合に、最大で7.17t/km2/月でした。 

 

 

 

  

季節 風向 NNE NE ENE E ESE SE SSE S SSW SW WSW W WNW NW NNW N Calm

出現頻度(%) 1.9 6.3 8.5 7.1 6.2 4.8 2.9 2.5 1.7 1.8 5.3 8.1 24.2 12.1 4.3 2.3 0.0

平均風速(m/s) 2.3 4.0 4.0 3.2 2.9 4.3 4.4 5.6 6.0 3.1 4.1 4.4 6.0 7.0 5.0 2.7 -

出現頻度(%) 1.3 1.6 5.0 7.8 9.9 4.0 4.6 9.3 8.3 10.4 14.6 9.8 6.9 2.8 2.2 1.6 0.0

平均風速(m/s) 1.8 2.2 3.9 3.3 2.8 3.9 4.0 5.0 6.1 5.3 4.7 3.9 3.4 2.7 2.3 2.6 -

出現頻度(%) 3.9 17.4 16.4 9.2 11.2 4.6 2.5 0.8 1.5 2.8 3.3 3.8 6.9 9.1 4.7 1.9 0.1

平均風速(m/s) 3.3 4.4 4.9 3.4 2.7 3.4 4.6 3.2 3.5 4.4 4.4 3.7 4.7 6.2 5.3 4.5 -

出現頻度(%) 3.6 8.2 8.1 4.2 5.0 3.6 2.6 1.6 1.1 1.0 1.7 2.8 13.1 21.5 19.4 2.2 0.0

平均風速(m/s) 2.1 3.4 3.2 2.3 2.1 3.1 3.6 3.3 4.9 3.5 4.2 3.5 6.3 7.4 6.4 2.9 -

※時間帯：7:00～18:00

春

夏

秋

冬
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図-6.2.5(1) 建設機械の稼働に伴う粉じん（降下ばいじん）の予測結果（春季） 
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図-6.2.5(2) 建設機械の稼働に伴う粉じん（降下ばいじん）の予測結果（夏季） 
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図-6.2.5(3) 建設機械の稼働に伴う粉じん（降下ばいじん）の予測結果（秋季） 
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図-6.2.5(4) 建設機械の稼働に伴う粉じん（降下ばいじん）の予測結果（冬季） 
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